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に受容 しているものが多数 を占めてお り、声楽的な








も変わる」 とい う仮説に基づ く2種類のアレンジを
した同一曲を歌わせる調査の後、曲に対す る深い共
感の重要性 を指摘 した降矢の研究1)を参照 し 「もの
まね」と 「合唱」を意識 して歌わせる調査 を行 う。
さらに、「真似 る」行為がもつ指導の可能性 を探 る
べ く、曲種によらず声楽的発声を しがちな学生に対
し、発声イメージの遠い ヴォーカ リス トの歌を真似
てもらう調査 を行 う。 これ らの結果を技能 と意識の





した 「曲種に応 じた発声」の理解を 目標 とする模擬
授業を行った。合唱版、アニメソング、ロックなど
様々にア レンジされている 「翼をくだ さい」を教材












証するための調査 を行 った。対象は6名 の女子学生
で、大塚愛の 「さくらんぼ」(作詞 ・作曲:愛)の サ
ビ部分を2種類の伴奏にあわせて歌 うものである。
伴奏を耳にす ることによる音楽的な感受による歌声




3.「真似る」 ことによる学習の可能性 に関す る調査
技能表現における深い共感の影響 について。カラ
オケな どでよく行われ る 「ものまね」を意識 させた
歌い方 と 「合唱風」な歌い方による発声の違 いにつ
いて比較検討 した。対象は3名 の女子学生 と2名の
男子学生で、合唱版の楽譜が出版 されている曲を歌
う。女子学生は加藤 ミリヤの 「Aitai」(作詞 ・ 曲:
Miliyah)、男子学生はEXILEの「道」(作詞:Shogo
Kishida作曲:miwafurus)のそれぞれ1番 冒頭部分
を 「ヴォーカ リス トのものまねを して歌 う」また、
「合唱風に歌 う」の2種 類の歌い方で歌わせた。歌
い方を指定 したに も関わ らずはっきりとした変化の
み られなかった3名 の学生については、 「合唱風」
の発声状態を確認す るため、合唱版 の伴奏にあわせ
て 「翼をください」 を 「合唱風」 に歌ってもらう追
加調査を行った。
4.発声のイメー ジに基づ く指導の可能性 に関す る
調査
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絢香 作曲:西 尾芳彦)を 歌唱曲に選択 した。
5.各調査結果 と分析
(1)伴奏 と歌い方の関係
まず模擬授業の様子か ら立てた仮説 「伴奏(ア レ
ンジ)が 変われば歌い方 も変わる」については、
「さくらんぼ」を6名 中2名 がポピュラー ヴォーカ
ル風 と声楽風 に歌い分け、3名が両方 ともポ ピュ
ラー ヴォーカル風 に歌い、1名が両方 とも声楽風に
歌 うとい う結果か ら、この調査結果のみで仮説 を立
証す ることはできなかった。 しか し、イ ンタビュー
調査 より、「伴奏(アレンジ)が 変われば歌い手の意





伴奏(ア レンジ)が 歌い手の意識を変 えるとして
も、実際にはその意識が どの ように感受 され、理解
されているのかによって発声他の歌唱表現が異なっ
てくる。 「Aitai」を歌った調査では、1名がポピュ
ラー ヴォーカル風 と合唱風の発声を使い分 け、1名




対する共感」をキー ワー ドとして歌い分 け状況を分
析 したが、共感があるほ ど、ものまねすることに抵



















ろ う。一方で、発声以外の技能面では、ス トレー ト
な印象を受ける 「合唱風」に対 し、全体的に ヴィブ
ラー トがかかっていた り、子音が強調 され言葉の入
りが強 く感 じられるといった歌い方の変化がみ られ






覚 ・感受 ・理解 しているのかとい う受容の様相を改




名中4名 、「Aitai」「道」を5名 中4名 がポ ピュラー
ヴォーカル風の発声で歌った意味は大きいのである。
合唱風に歌えなかった学生は、今後の学部の声楽の
授業を通 して歌い分けが可能 となるはずである。 し
か し、合唱風で変わらなかった学生に関 しては、音
楽観の拡大を導くとともに、教材開発 ・教員養成 を
めぐる今後の課題 が残 ったといえるだろ う。同時に、
学生の意識調査から、これまでの学習経験において
「まわりと合わせて歌 う」 ことに大きく意識を割い
てきた ことの影響が大きかった ことも付記 したい。
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